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楽 しい夏休み
水の事故 に気をつけて 


夏休み・・・・海やプールはチビッ子たちでいっぱい。水しぶき

の中でどの顔も輝いて生き生きしています。

しかし、その反面、ちょっとした不注意から、思いがけない

悲しい事故が起こっています。

水をことさら怖がる必要はありませんが、かといって、甘く

みると取り返しのつかないことになります。 838子供を水の事故から守るために、海や川、プールなどで泳ぐ ' 月号
場合は、十分注意しましょう 。

町民のうごき

世帯数  1，969戸・人口男  3，958女 4，040計 7，998(昭和58年 7月 1日現在)
 

出生男 1女 1計 2・死t男 3女 2計 5・転入男 12女 7計 19・転出男 8女 8計16(昭和58年 6月中)


広報かつうら B月号=158・昭和58年 8月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2ー 2511(代)
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158号 ヌう込� イコ つ ら 昭和田年� 8月 1日 (2) 

青
年
塾
か
ら

広
報
車
の
寄
贈

車
に
は
青
年
塾
が
全
国
的
に
広
め

て
い
る
砂
子
供
に
「
門
限
」
を
つ
く

ろ
う
。
と
警
か
れ
た
看
板
が
取
り
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
年
塾
は
将
来
の
日
本
を
つ
く
る

た
め
の
背
少
年
の
意
欲
と
情
熱
づ
く

り
を
目
的
に
、
昭
和
五
十
六
年
に
結

成
き
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
贈
呈
式
の
あ
と
、
テ

レ
ビ
朝
日
の
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

で
お
な
じ
み
の
、
溝
口
泰
男
さ
ん
(
単
一

頭
代
行
)
の
「
私
の
体
当
た
り
教
育

論
」
と
題
し
て
の
講
演
会
が
福
祉
セ 

ン
タ 

さ
い
。

役
場
玄
関
に
特
産
品
展
示
場

展
示
物
を
募
集
し
ま
す

今
回
、
勝
浦
町
と
勝
浦
町
観
光
協

及
び
展
示
物
は
、
そ
の
出
品
者
の
負

会
の
協
力
で
町
役
場
玄
関
に
特
産
品

担
で
お
願
い
し
ま
す
。

め
展
示
場
を
設
置
し
ま
し
た
。

申

込

先

す
で
に
、
勝
浦
町
観
光
協
会
資
源

産
業
課
(
申
請
書
は
備
、
え
つ
け

開
発
委
員
会
の
審
査
に
よ
っ
て
、
沼

て
あ
り
ま
す
)

江
の
粘
土
瓦
、
ゆ
ず
、
す
だ
ち
の
天

申
込
締
切

然
酢
製
品
、
手
打
ち
刃
物
、
地
酒
、

八
月
三
十
一
日
(
水
)
ま
で。

 

み
か
ん
の
ジ
ュ
ー
ス
類
、
生
菓
子
類
、

太
鼓
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

で
行
わ
れ
、
出
席
し
た
約
二

に
類
以
し
て
特
産
品
と
思
わ
れ
る
物

百
人
の
父
兄
は
、
溝
口
さ
ん
の
歯
切

産
が
あ
り
ま
し
た
ら
応
募
し
て
く
だ

れ
の
よ
い
語
り
口
に
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
展
示
物
を
作
成
す
る
費
用

上

位

進

出

な

ら

ず

体

協
野
球
部

延
長
叩
回
力
尽
き
る

l
第
五
回
西
日
本
軟
式
野
球
一
部
大

会
が
七
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
、
宮

崎
県
都
城
市
営
球
場
を
主
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
体


協
野
球
部
は
二
回
戦
で
優
勝
候
補
の


鹿
児
島
県
代
表
の
川
内
(
せ
ん
だ
い 
)


市
役
所
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、
延
長


十
回
の
末
若
き
に
勝
る
川
内
市
役
所


に
ね
ば
り
負
け
、
♀
対 
3
で
借
敗
し

川勝 申にのた内
し対おカ、 多


ま
し
た
。

内浦 上し言た数�  
o 0 げ 、葉のの 
  
o 0 ま紙を絶野 
  
1 0 す上い大球 


。 をたなフ 
  
..11 ~ 0 0 昔� fごるア 
  
R9>bJ'~ 0 0 りきごン 

?陀局 孟� o0 捨てま援
続斗/ 守長�  o 1 罫厚し助有�  
'1¥1( 10 0 0 措くたと志、

回~誌おこ激の 
3 2 札と励か

8月定例心配ごと相談

日時 8月5日働…人権，行政関係� 

8月19日働…厚生，福祉関係

午前10時~午後3時� 

場所住民福祉センター2階


役場の玄関に設置された展示場


講
演
す
る
溝

口
泰
男
氏

徳
島
県
青
年
塾

の
ご
尽
力
に
よ
り
、

青
年
塾
(
本
部

・

東
京
都
、
笹
沢
左

保思一
一頭
)
と
福
井

県
膏
年
塾
か
ら
町

青
少
年
健
全
育
成

協
議
会
へ
広
報
車

が
寄
贈
さ
れ
、
七

月
三
日
午
後
一
時

半
か
ら
役
場
で
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

}¥J  

広報車のキィーを受け取 る桜木町長

こ
の
大
会
の
出
場
に
際
し
て
、
町

MUS04
スタンプ
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スタンプ

MUS04
テキストボックス
子供に門限をつくろう
青年塾から広報車の寄贈
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農村婦人の家洗濯室利用日程表� 

i村
 

婦人の家の施設を利用した
農� 

O
O

O

『

品

刈

川

寸 

J 

弟
、
ニ
ン
ニ
ク

句
、
続
四

旬
、
砂
糖
二

④; 


す
る
。

l婦-

台風シーズンに備えて


o 

赤
く
熟
し
た
ト
マ
ト
で
手

づ
く
リ

の
ケ
チ

ヤ
ソ

プ
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

V
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
で

を
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
が
近
づ
い
た
ら

は
ど
ん
な
災
寄
が
起
こ
り
ゃ
す
い
か

を
調

べ
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
て
安
全
な
避
雛
場
所
と
避
難
経

路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

家
屋
、
出
柳
な
ど
を
補
強
し
、
機
や

v

か
。
家
庭
で
も
作
れ
ま
す
が
、
共
同

で
作
る
希
望
者
は
、
婦
人

の
家
、
ま

た
は
股
業
改
良
普
及
所
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

V

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
台
風
情
報
を

Vよ
く
聞
い
て
対
策
を
た
て
ま
し
ょ
う

「
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
」
づ
く
り

西
野
美
和
子

m
u 

停
電
し
た
ら
真
っ

暗
や
み
1
1
|
こ

れ
で
は
、
お
手
上
げ
の
状
態
で
す
。

懐
中
電
燈
、
ロ
ウ
ソ
ク
、
ト
ラ

ン
ジ

ス
タ
・
ラ

ジ
オ
な
ど
を
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。 

婦
人
の
家

つ白
 

q
d
q
u

下
水
の
流
れ
を
よ
く
し
て
お
き
ま
し

〆「
。

ト
6

、
避
難
す
る
と
き
に
は

V
ま
ず
、
お
年
寄
り
、
子
供
、
病
人

'
I
l	  

t
t
p 

つ
u
O

ω
A
URU E

普

及

所

。ム
 

臼

司

q
J

i 

n
w

4
a
a

山
富
a
ι』

農
業
改
良
普
及
所

命
川
  

台
風
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

を
早
め
に
遊
餓
さ
せ
る
こ
と
で
す
。 

i

袋
に
入
れ
、
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
と
こ

ろ
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
袋
に
は
水
に
ぬ
れ
で
も
文
字

が
消
え
な
い
後
記
用
具
な
ど
で
家
族

の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
胤
液

型
、
避
難
予
定
地
な
ど
を
記
入
し
て

完
熟
ト 
7

ト
五 

①
加
え
煮

つ
め
るO
(
水
は
加
、
え
な
い 

②

三

五
1
四 

分
煮

τ
7

(
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ 
l
)
に
か
け
る
。 

ト
マ
ト
の
よ
く
熟
し
た
も
の
を

水
洗
い
し
て
ヘ
タ
を
と
り
、

二
京

釜
に
入
れ
る
。

ニ
ン
ニ
ク
、

玉
ね

ぎ
は
あ
ら
く
切

っ
て
、
ト
マ
ト
に

八三
六 O

M，
、
玉
ね
ぎ

め
る
に
は
、
わ
た
し
た
ち
自
身
の
日

避
燃
す
る
と
き
の
携
行
品
を
非
常

ご
ろ
の
心
構
え
が
最
も
大
切
で
す
。

災
害
状
況
を
軽
く
み
な
い
こ
と
。

そ
こ
で
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

わ
た
し
た
ち
が
災
害
か
ら
生
命
、
財

産
を
守
る
た
め
に
気
を
つ
け
た
い
点

V

V

五 

。)

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

デ
?
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
消
防
、
答

申常
な
ど
の
防
災
機
関
の
広
報
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。 

V
服
装
は
行
動
し
や
す
い
も
の
が
何

よ
り
で
す
。
と
く
に
頭
に
は
ヘ
ル
メ

ッ
ト
、
ま
た
は
厚
手
の
帽
子
を
か
ぶ

り
、
靴
は
底
の
丈
夫
な
ズ

ン
ク
靴
が

簸
適
。
手
袋
も
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

日印
、
タ
イ
ム
四
げて

唐
が
ら
し
八

句
、

ナ
ツ
メ
グ
一

一
句
、

コ
シ
ョ
ウ
八

句
、

グ
ロ
ー
ブ
八

句
、

ロ
|
レ
ル
四
句
、

永
酢
駿
五
五
目

旬
、
」
し 

③	

う
ら
ご
し
液
を
調
味
し
て 

(糖

度
計
で
二
四
度
位
に
な
る
ま
で 
)

再
び
煮
つ
め
る
。

④
ビ
ン
を
殺
菌
し
て
お
き
、
製
品

を
ヒ
ン
詰
め
に
し
て
一
五
分
殺
菌

お
き
ま
し
ょ
う
。 

V
お
年
寄
り
、

子
供
、
病
人
な
ど
の

た
め
に
、

ふ
だ
ん
か
ら
安
全
な
場
所

8月1日目) 休館臼� 8月②日目) 休館巴� 

2日以)� 1). 8iJ 23日以) 山 西� 

3日以j 久国�  24日切っ 石原�  

4日柄 宝名�  25日開 沼江�  

5B@ 笠名�  26日働 仮本�  

6自由 自由�  27日位; 白 白� 

7日(日) 生名�  28日(回 ;反本

③日目) 休館白 ③目白) 休館巳� 

9日以) 星� 6 30巴C'<) 与川内� 

10日射 星主主� 31日初 与川内� 

11日附 中角�  

12巴働 中角�  

13日(士j 自由

⑪回日) 休館日

⑬日目) 休館B 
休館日� 

17日附

⑬B~k) 

黒岩�  

18日附 今山�  

19日自 今山�  

20日間 自由�  TEL 2 -3324 

谷娃ト18)日21

非
常
持
ち

出
し
用
品
は

一
か
所
に

ま
と
め

み
ん
な
で
確

認

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
婦人の家の施設を利用した
農村婦人の家

MUS04
テキストボックス
台風シーズンに備えて
日ごろの備えを万全に
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引
庭
の
み
な
さ
ん


家庭教育
シリーズ� 

③ 

良
い
親


悪
い
親


「子
供
は
親
の
鋭
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
親
自
身
の
主
リ
方
、
界
ら

し
方
が
子
供
に
大
き
な
彬
州
刊
を
与
、
え

ま
す
。

子
供
に
対
し
て
良
い
縦
で
あ
る
か

悪
い
親
で
あ
る
か
は
箆
大
な
問
題
で

す
か
ら
、

「良
い
親
�
 
「
惑
い
減
」

の
条
件
を
さ
く
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

@
良
い
親

①
親
の
愛
情
の
子
供
へ
の
伝
え
方

を
工
夫
す
る
親

判
明
心
を
ど
の
よ
う
に
子
供
に
埋

解
さ
せ
る
か
が
大
切
で
す
。

②
子
供
の
立
場
に
な
れ
る
親

年
齢
に
応
じ
た
子
供
の
心
理
が

理
解
で
き
、
子
供
の
気
持
に
な
っ

て
や
る
こ
と
で
す
。

③
子
供
の
独
立
心
を
+
育
て
る
親

い
つ
ま
で
も
赤
ち
ゃ
ん
吸
い
を


せ
ず
、
発
達
に
合
わ
せ
て
、
自
立


す
る
よ
う
に
指
持
す
る
こ
と
で
す
。


④
期
待
し
過
ぎ
な
い
判
明

親
は
子
供
に
過
大
な
期
待
を
持


ち
が
ち
で
す
が
、
子
供
の
能
力
、


適
性
、
性
格
な
ど
を
客
観
的
に
把


握
し
、
適
正
な
期
待
を
す
る
こ
と


で
す
。


⑤
子
供
の
話
に
耳
を
傾
け
る
親

非
行
の
芽
は

家
庭
か
ら

親
の
争
い
は

子
供
の
心
を

似
つ
け
ま
す

子
供
の
言
い
た
い
こ
と
を
心
か

ら
聞
い
て
や
る
こ
と
で
す
。

⑥
子
供
の
感
情
を
大
切
に
し
、
そ

れ
を
受
け
入
れ
る
綬

大
人
は
理
性
や
聞
社
胞
を
重
視
し

が
ち
で
す
が
、
感
情
を
受
け
入
れ

理
解
す
る
こ
と
で
す
。
�
 

⑦
規
則
正
し
い

一
貫
し
た
生
活
を

す
る
親

親
の
考
え
方
、
生
活
態
度
、
行

動
、
扱
い
方
に
一
貫
性
が
あ
る
こ

と
で
す
。

③
仲
良
く
芥
ら
す
両
親

肉
親
の
仲
が
良
い
こ
と
は
、
子

供
の
心
の
安
定
を
は
か
り
ま
す
。

⑨
子
供
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
正
し
く

発
姉
さ
せ
る
親

子
供
の
や
り
た
い
こ
と
を
い
た

ず
ら
に
祭
止
す
る
こ
と
る
く
、
正

し
い
方
面
に
や
ら
せ
て
や
る
こ
と

で
す
。

hv⑤
悪
し
山
梨

r

、
司
�
 

-
Z
A

E

=u

子
供
に
親
の
愛
情
を
疑
わ
せ
る

よ
う
な
態
度
や
言
動
を
す
る
親

子
供
が
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
な

い
と
思
わ
せ
る
こ
と
は
い
け
な
い

こ
と
で
す
。
�
 

∞
期
待
過
剰
な
親

期
待
が
町
す
ぎ
る
と
無
理
を
強

い
る
こ
と
に
な
り
、
不
安
や
劣
等

感
を
抱
か
せ
ま
す
。

放
任
の
判
明

生
き
が
い
を
失
っ
て
消
極
的
な

q子
に
な
り
ま
す
。

U
U

ノ

‘ε、

忍
耐
力
を
育
て
な
い
続

子
供
に
自
制
心
を
育
て
も
い
と

心
の
よ
り
所
を
失
い
ま
す
。

心
不
一
致
の
両
親

両
親
の
考
え
方
や
態
度
が
正
反

対
で
す
と
子
供
は
迷
い
ま
す
。

¥ノワ
子
供
の
欠
点
し
か
み
な
い
親

欠
点
ば
か
り
つ
つ
か
れ
る
子
は

生
き
る
望
み
を
失
い
ま
す
。

ゆ
過
保
穫
の
判
明

子
供
の
独
立
心
や
自
主
性
を
な

く
し
、
依
頼
心
の
強
い
子
に
し
ま

すω 。勉
強
の
こ
と
だ
け
重
視
す
る
親

勉
強
や
成
績
の
こ
と
だ
け
し
か

言
わ
な
い
親
は
、
子
供
を
総
合
的

に
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

¥，ノ叩
子
供
を
よ
そ
の
子
と
比
較
す
る

制
比

梢
ぷ
品
作劣

等
感
や
ひ
が
み
心
を
抱
か
せ

ま
す
。

⑪
子
供
自
身
の
価
値
を
知
ら
せ
て

が
あ
る
場
合
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

。

防
犯
連
絡
所
連
絡
員
は
次
の
と
お

円
氷
山
胞
の
み
な
さ
ん
、
お
宅
で
は
少	

り
で
す
。

(

敬
称
略
、
順
不
同
)

年
の
非
行
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
お	

沼

江

高

橋
正
刻
中
村
北
刀
生

持
ち
で
す
か
。

l	

石

防

諸
脚
本
明
男

最
近
、
少
年
の
非
行
が
激
増
し
、	

山
西
掛

背

悦

笠

大

西

勝

幸

昭
和
二
十
六
年
、
三
十
九
年
に
次
い	

今

山

生

田

敏

西

谷

博

で
戦
後
第
三
の
ピ
�
 
ク
を
つ
く
り	

藤
木
重
大
郎

ま
だ
ま
だ
増
え
る
傾
向
を
示
し
心
配	

西
野
重
之

さ
れ
て
い
ま
す
。	

福
岡
隆
資

こ
の
少
年
の
非
行
を
防
ぐ
た
め
に

増

井

正

戸
川
敏
宏

は、

一
に
も
こ
に
も
家
庭
が
し
っ
か

出
築
利
男

一品
本
中古十
枚

り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
供

坂
口
貞
雄

弘
行
目
M
4
J

富
市

一

の
非
行
が
わ
か

っ
て
「
う
ち
の
子
に

鮎
川
清
二

信
政
高
雄

久 必 生中黒

国 谷 名角岩

m

P

R

反
社
会
的
に
な
り
ま
す
。

や
る
規

子
供
に
自
分
を
大
切
な
存
在
だ

、
/任

矛
盾
し
て
い
る
貌

と
感
じ
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
�
 

械
が
気
ま
く
れ
だ
と
、
子
供
は

J¥


q
J
、

。
限
っ
て
」
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

こ

ん
な
言
楽
を
口
に
し
な
い
よ
う
に
普

段
か
ら
、
子
供
た
ち
の
非
行
に
つ
い

て
凶
心
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

子
供
た
ち
が
明
る
く
健
や
か
に
育

つ
こ
と
は
す
べ
て
の
親
の
願
い
で
あ

り
、
同
時
に
義
務
で
も
あ
り
ま
す
。

子
供
た
ち
を
非
行
か
ら
守
る
た
め
に

み
ん
な
が
周
囲
に
目
を
向
け
ま
し
ょ

な
お
、
町
内
の
各
地
区
に
防
犯
連

絡
所
が
あ
り
ま
す
。
連
絡
や
相
談
引

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
家庭のみなさんへ
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V
供
託
所
(
各
支
局
)
で
供
託
を
認

供託事業の取り扱い


(¥ 


オ反

本

森
内
賀
川

金

融

機

関 
8

毎
月
第

2

桂

幸

弘

平

忠

官
凡
寅
太
郎

幸
山
善
己

範

久

雄

荒
川
良
和

栗
城
一
発 

谷

口

潔

棚中

山 野

銀
行
等
の
金
融
機

関
は
、
八
月
か
ら
第

二
土
磁
日
に
一
斉
休

業
す
る
こ
と
に
な
り
、

当
日
、
日
本
銀
行
や

そ
の
代
理
屈
が
供
託

金
、
供
託
有
価
証
券

の
受
払
業
務
を
行
わ

な
い
の
で
、
供
託
に

次
の
よ
う
な
影
響
が

生
ず
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

V
供
託
所
(
徳
島
地

方
法
務
局
の
本
局
、

各
支
局
)
て
供
託
物
の
払
渡
請
求
が

認
め
ら
れ
て
も
、
第
二
土
曜
日
に
は

小
切
手
を
現
金
化
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
ま
た
供
託
有
価
証
券
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

め
て
も
、
第
二
土
峨
日
に
は
、
日
本

銀
行
や
そ
の
代
理
庖
へ
の
供
託
金
の

払
込
み
、
有
価
証
券
の
納
入
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
当
日
は
供
託
が
成
立

し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
徳
島
地
方
法
務
局
(
本

局
)
に
お
い
て
は
、
供
託
金
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
金
銭

供
託
は
、
従
来
ど
お
り
受
理
仁
よ
り

成
立
し
ま
す
。
(
徳
島
地
方
法
務
局
)

:エ 徳島地方法務局(本局)の

供託所に供託する場合

供託所 日本銀行 ・その代理屈 {拘 売J 

供託

金銭供託

才ム1度

供託は受理する。

供託金は受け入

れる。

影響なし。

払渡請求を認可

し、小切手を交

付する。

。第二土曜日は、

小切手の現金化

ができない。

供託

有価証券

供 ~t 

Jム渡

供託は受理するの

。第二土曜日は、
。当日は供託が

供託有価証券の

納入ができない。
成立しない。

払渡請求は認可 

する。

。第二土曜日は、

供託有価証券の

受領ができない。

。印は、銀行の休業により供託事務に影響する事項です。

|税金ミ二教室|

入
し
た
の
だ
が
、
住
宅

取
得
控
除
を
受
け
る
に

税
の
相
談
は


電
話
"
て
お
気
軽
に

「
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購

「カ‘は
ノマ 」 と

|ん
ト な
に手
出 統
てき
力、 カず

な い
りる
グコ グ〉

収だ
入ろ
をう

機

津見

与
川
内

遠
藤
宮
椿

桑

原

保

耳三

作

ヲL

宮
本
豊
久
坂
口
松
太
郎

神

子

勝

綿

花

権

三

末
脚
川
正
太
郎
久
積
春
男

得
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
け
ど
、
税

金
は
と
う
な
る
の
か
し
ら
:
:
:
」

「
贈
与
税
の
計
算
方
法
が
知
り
た
い

の
だ
が
・
-

」

こ
の
よ
う
に
、
税
金
に
つ
い
て
分

か
ら
な
い
こ
と
や
詳
し
く
知
り
た
い

こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
お
気
軽
に
税

務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
職
員
が
、
面
談
は
も
と
よ

り
、
電
話
に
よ
る
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。

一
方
、
税
務
相
談
の
専
門
の
窓
口

と
し
て
全
国
十
二
の
国
税
局
に
「
税

務
相
談
室
し
が
、
主
要
都
市
に
あ
る

百
三
十
九
の
税
務
署
に
は
「
税
務
相

談
室
の
分
室
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す。

役 r肖

買防

阿

部

美

智

雄

美

馬

彰

新

居

皿

日

中

山

治

佐

野

恐

山
下
豊
蒋

谷

永

美

こ
れ
ら
の
税
務
相
談
窓
口
で
は
、

税
に
つ
い
て
豊
富
な
知
識
と
経
験
を

持
つ
相
談
官
が

「
正
し
い
税
知
識
で

適
正
な
納
税
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

納
税
者
の
皆
さ
ん
の
相
談
や
苦
情
に

応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
方
法
は
、
電
話
を
使
え
ば
手

軽
で
便
利
。
税
務
相
談
室
で
は
、
電

話
に
よ
る
相
談
を
「
テ
レ
ホ
ン

・
サ

ビ
ス
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
現

在
、
相
談
の
約
八
割
は
電
話
に
よ
る

も
の
で
す
。

税
金
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
全
国

ど
こ
の
税
務
相
談
室
で
も
で
き
ま
す

し
、
費
用
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
き
い
。

(
徳
島
税
務
署
)

町
に
金
一
封
を
寄
贈

消
防
施
設
の
整
備
資
金
に

町
内
有
志
の
か
た
か
ら
、
消
防
施

設
の
盤
備
資
金
と
し
て
金
一
封
が
寄

贈
き
れ
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
消
防
施
設
の
盤
備
に
活

用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
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MUS04
テキストボックス
供託事業の取り扱い
金融機関8月から毎月第2土曜日休業

MUS04
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税の相談は電話でお気軽に
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み
そ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
こ

の
小
舟
に
は
救
命
具
が
一
つ
し
か
積

ん
で
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら

一
つ
の
救
命
具
を
こ
の
二
人
は
ど

う
す
る
で
し
ょ
う
か
。
相
手
の
た
め

に
譲
り
合
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
考

え
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
楽
観
的
す

ぎ
る
よ
う
で
す
。
む
し
ろ
、
一
つ
の

救
命
具
を
争
っ
て
奪
い
合
い
を
す
る
、

て
同
和
問
題
と
は


私
に
と

ー
ま
ず
自
己
反
問
の
ク
サ
ビ
を
/
-

こ
こ
に

一
そ
、
つ
の

小
舟
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
小
舟
に
二
人
の

つ4
そ
し
て
、
強
い
ほ
う
が
弱
い
ほ
う
を

け
倒
し
て
も
自
分
の
も
の
と
し
、
自

分
だ
け
が
助
か
ろ
う
と
す
る
、
そ
ん

な
事
態
が
起
こ
る
よ
う
な
気
が
し
て

な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の

は
、
そ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
に
ど
う

行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
小
舟
に
な

ぜ
救
命
具
が

一
つ
し
か
積
ん
で
い
な

か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

も
し
救
命
具
が
一
つ
で
は
な
く
二

つ
積
ま
れ
て
い
た
の
な
ら
、
二
人
は
、

そ
の
一
つ
一
つ
を
身
に
つ
け
お
互
い

に
助
け
合
い
な
が
ら
、
と
も
に
生
き

よ
う
と
カ
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
は
ず
で
す
。

こ
の
二
人
に
と
っ
て
救
命
具
は
ぜ

ひ
と
も
二
つ
要
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
救
命
具
が
人
権
だ

と
恩
わ
れ
ま
す
。
人
が
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、
人
権
は
ぜ
ひ
と
も
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
し
、
そ
の

人
権
を
日
ご
ろ
か
ら
確
保
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
な
け
れ
ば
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
、
私
た
ち
は
私
た
ち
同
士

で
争
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
み

ん
な
が
手
を
取
り
合
っ
て
と
も
に
生

き
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
人

数
分
の
人
権
と
い
う
救
命
具
を
小
舟

に
積
み
込
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
だ
れ
が

積
み
込
ん
で
く
れ
る
も
の
で
も
な
く
、

私
た
ち
の

一
人
ひ
と
り
が
努
力
を
し

て
積
み
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
弱
い
者
を

け
倒
し
、
そ
の
犠
牲
の
上
に
立

つ
て

の
う
の
う
と
生
き
る
よ
う
な
こ
と
を

し
な
い
た
め
に
、
そ
し
て
、
あ
る
い

は
、
自
分
自
身
が
け
例
さ
れ
て
み
じ

め
な
思
い
を
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
私
た
ち
み
ん
な
が
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。日

本
国
憲
法
(
抜
粋
)

第
十
一
条
(
基
本
的
人
権
の
享
有
)

国
民
は
す
べ
て
の
基
本
的
人
権

の
草
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ

の
愈
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基

本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、

現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与

へ

え
ら
れ
る
。

第
十
三
条
(
個
人
の
尊
重
)
す

べ
て
包
民
は
、
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び

幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権

利
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉

に
反
し
な
い
限
り
、
立
法
そ
の

他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊

震
を
必
要
と
す
る
。

第
十
四
条

(
法
の
下
の
平
等
)

す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平

等
で
あ

っ
て
、
人
権
、
信
条
、

性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地

に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又

は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、

差

別
さ
れ
な
い
。

第
二
十
五
条
(
生
存
権

・
国
の

社
会
保
障
義
務
)

す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

権
利
を
有
す
る
。

②
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部

面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社

会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上

及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
二
十
七
条
(
勤
労
の
権
利
と

義
務
)

す
べ
て
国
民
は
、
勤
労
の
権
利

を
有
し
、
義
務
を
負
う
。
�
 

(同
和
問
題
テ
キ
ス
ト
「
展
望
�
 

か
ら
)

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、
都

市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
で
は
一

ド

以
上
(
勝
浦
町
は
こ
れ
に
該
当
し
ま

す
)
の
土
地
に
つ
い
て
土
地
売
輿
な

ど
の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
当
事
者
は
市
町
村
を
経
由
し

て
県
知
事
に
届
け
る
こ
と
と
な

っ
て

お
り
、
ま
た
届
出
後
六
週
間
以
内
は

契
約
を
締
結
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
土

地
取
引
を
す
る
場
合
は
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
届
出
替

は
役
場
企
画
室
で
準
備
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

人
権
を

考
え
る

救
命
具
の
話
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

人
が
乗
っ
て
い
ま
し

た
。春

の
海
は
穏
や
か

で
、
語
り
合
う
二
人

の
姿
は
い
か
に
も
幸

せ
そ
う
で
す
。
と
こ

ろ
で
、
こ
の
ま
ま
だ

と
問
題
は
何
も
な
い

の
で
す
が
、
今
こ
こ

に
、
突
然
嵐
が
や
っ

て
き
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。

小
舟

は
木
の
葉
の
よ
う
に

も
ま
れ
、
今
に
も
沈

こ
ん
な
場
合
に
は

土
地
取
引
の
届
出
を

L
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さ 時 と

勝
浦
会
館
八
月
行
事

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなでなくそう部落差別
私にとって同和問題とは
まず自己反問のクサビを



第� 158号

有
望
薬
用
植
物
の


導
入
に
つ
い
て


(7) 昭和� 58年� 8月� l日 カ込 Jコ つ� ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
山
林
で
も
納
え

付
け
が
可
能
で
す
。

取
近
の
市
況
を
み
て
も
杉
の
木
よ

り
有
利
で
あ
る
と
一一吾
一
回
わ
れ
て
い
ま
す
。

七
栽
活
の
実
際

U

首
の
入
手

購
入
隆
子
を
播
純
育
首
す
る
か
一

年
生
苗
木
を
購
入
し
ま
す 

(
町
内
に

苗
木
戸
同
商
業
者
が
あ
り
ま
す
。)
自
家

苗
の
育
首
は
、
四
月
上
旬
に
種
子
を

三
日
間
ぐ
ら
い
水
浸
し
播
極
す
れ
ば

ほ
と
ん
ど
発
芽
し
、
十

一
月
よ
句
に

皮
は
平
ら
な
堅
い
所
に
内
側
を
下
に

し
て
広
げ
、
長
グ
ツ
で
踏
み
つ
け
る

か
、
あ
る
い
は
外
皮
の
上
か
ら
僚
で

た
だ
け
ば
外
皮
と
内
皮
が
分
輔
附
す
る

の
で
、

内
皮
の
み
を
収
穫
す
る

の
で

あ
る
。

国

乾
燥
・
調
整

分
離
し
た
内
皮
は
日
の
よ
く
当
た

る
所
て
外
側
と
内
側
を
交
互
に
上
に

し
よ
く
乾
燥
さ
せ
る
。

夜
露
や
雨
に
当
た
る
と 

一…
変
し
た

m

り
、
カ
ピ
が
生
え
品
質
か
低
下
す
る
。

(その4)

黄

葉

(
キ
ハ
ダ
)

n

は

じ

め

に

本
町
の
坂
本
に
字
筑
紫
と
い
う
地i


名
が
あ
る
が
、
明
治
の
初
年
ま
で
は


こ
の
質
疑
地
区
を
中
心
に
、
坂
本
方


v

面
の
山
肝
に
は
キ
ハ
ダ
が
栂
当
数
自

生
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
五
月

中
旬
に
も
、
日
浦
山
地
区
の
雑
木
林

。

計

に
自
生
の
も
の
が
あ
り
伐
嫁
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
苦
か
ら
本
町
に
も
自

生
し
て
い
た
も
の
で
新
し
く
柏
え
付

け
を
し
て
も
「
ふ
さ
う
」
こ
と
は
ま

ず
路
実
で
す
。

本
町
で
の
栽
培

現
在
自
生
し
て
い
る
も
の
は
淀
川
端

地
区
で
二
本
が
知
ら
れ
て
お
り
、

二

本
と
も
秋
に
は
種
子
を
多
く
な
ら
せ

て
い
ま
す
。
ま
た
数
年
前
か
ら
苗
木

を
購
入
し
植
え
付
け
て
い
る
農
家
も

あ
り
、
こ
れ
ら
は
す
で
に
数
じ
に
も

達
し
て
い
ま
す 

一
部
の
良
家
は
育

苗
も
手
が
け
て
お
り
、
今
年
は
七

八
千
本
の
苗
木
が
生
産
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。 

ハ門

用

途

ぃ
。
ま
た
償
校
が
強
く
で
る
よ
う
な

ら
間
引
き
、
杉
の
よ
う
に
ま

っ
す
ぐ

上
へ
伸
ば
す
-
」
と
。

岡

収
穫

収
陥
惜
の
目
安
は
胸
高
直
径
が
十
五

日，

に
な
れ
ば
行
う
。

七
月
中
下
旬
の
皮
が
よ
く
は
が
れ

る
こ
ろ
に
恨
元
か
ら
伐
採
し
、
一 

μ

間
隔
に
木
質
部
に
達
す
る
切
り
傷
を

ノ
コ
キ
リ
で
つ
け
、
次
に
縦
に
幹
の

腹
を
裂
く
よ
う
に
直
線
に
似
を
つ
け
、

皮
だ
け
を
は
ぎ
取
る
。
は
ぎ
取
っ
た

健
胃
、
鐙
腸
剤
、
消
炎
な
ど

四

薬

用

成

分

主
成
分
と
し
て
お
り
、
脇
内
の
殺
菌

す は
。 一
μ
以
上
の
立
派
な
菌
が
で
き
ま

作
用
に
よ

っ
て
下
刷
止
め
に
な
り
ま

同

定
植

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
ベ
ル
ベ
リ
ン
を

孫
業
後
め
円
十
い
時
期
が
よ
く
、
活

者
後
に
本
俗
的
な
冬
を
迎
え
る
よ
う

に
す
る
の
が
よ
く
、
点
冬
の
組
、
ぇ
付

け
は
し
な
い
こ
と
。
秋
に
机
え
付
け

の
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
翌
年
の
三

月
と
す
る
の
が
よ
い
。

十
口l
当
た
り
の
柄
、
ぇ
付
け
本
数
は

三
百
本 
1
四
百
ゐ
イ
本
と
し
、
土
地

条
件
を
考
え
決
定
す
る
。

地
え
方
は
み
か
ん
や
杉
首
と
同
じ

自信がありますか?


町
民
体
力
テ
ス
ト
に

参

加

し

よ

う

勝
浦
体
協
陸
上
部

で
は
、
町
民
の
健
康

づ
く
り
の

一
以
と
し

て
今
年
も
体
力
テ
ス

ト
を
笑
地
し
ま
す
。

今
年
も
昨
年
同
様

に
個
人
の
運
動
能
力

の
テ
ス
ト
を
し
て

総
合
的
な
判
断
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
‘
健
康
食
品
だ
、

ビ
タ
ミ
ン
だ
と
い
ろ

い
ろ
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
や
は
り
、
自

分
の
体
力
は
自
分
で

知
っ
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

栽
惜
の
適
地

五気
候
的
に
は
町
内
は
全
地
域
が
適

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
く

-圃L.. 

/¥
地
で
あ
る
。

札
会

土
壌
的
に
は
耕
土
が
深
く
礁
か
あ

り
腐
他
伎
の
多
い
所
が
よ
い
。
排
水

の
よ
い
所
で
あ
れ
ば
土
は
あ
ま
り
選

ば
な
い

。
ま
た
風
当
た
り
は
少
い
ほ

う
が
よ
い
。

く
、
で
き
る
だ
け
細
恨
を
切
ら
な
い

よ
う
よ
く
広
げ
土
を
十
分
に
か
け
、

経
営
の
育
利
性

経
く
踏
み
つ
け
て
お
く
。
乾
燥
が
続

杉
、
ひ
の
き
は
早
く
て
四
十
年
、

け
ば
か
ん
水
を
す
る
の
が
よ
い
。

条
件
が
悪
け
れ
ば
六
十
年
以
上
も
待

固

定
植
後
の
管
理

た
な
け
れ
ば
伐
採
で
き
ま
せ
ん
が
、

定
地
後
三 
1
四
年
間
は
雑
誌
に
負

キ
ハ
ダ
は
早
け
れ
ば
十
年
過
ぎ
か
ら
、

け
な
い
よ
う
六
月
と
九
月
ご
ろ
に
下

遅
く
て
も
十
五
年
で
伐
日
怖
が
可
能
で

刈
り
を
行
、
つ
。
特
に
カ
ツ
ラ
に
は
気

す
。
ま
た
、
収
泌
物
が
樹
皮
の
た
め

を
つ
け
る
こ
と
。

道
路
が
な
く
、
運
搬
を
人
肩
に
頼
ら

致
命
的
な
病
虫
害
は
考
え
ら
れ
な

だ
さ
い
。
服
装
は
、
運
動
の
で
き
る

も
の
で
あ
れ
ば
け

つ
こ
う
で
す 

と

き

八

月

c

三
十
日

(火 

)

と
こ
ろ

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

勝
浦
中
学
校
ク
ラ
ウ
ン
ト
、

体
育
館

(
集
合
は
ク
ラ
ウ
ン

ド 
)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
有望薬用植物の導入について

MUS04
テキストボックス
あなたは体力に自信がありますか
町民体力テストに参加しよう
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町写理事E
 昭和58年度

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
園

転

換

対

策

事

業

申
し
込
み
は

8
月
刊
固
ま
で

昭
和
五
十
八
年
度
う
ん
し
ゅ
う
み

か
ん
悶
転
換
対
策
事
業
の
申
し
込
み

は
昨
年
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
条

件
で
、
八
月
十
日
ま
で
各
農
協
で
受

け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

改
植
一
卒
業
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は

別
表
を
熟
読
さ
れ
、
必
ず
期
限
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

特
に
こ
の
事
業
は
本
年
度
限
り
で

終
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

う
ん

し
ゅ
う
み
か
ん
か
ら
他
の
作
物
へ
の

転
換
を
図
り
補
助
を
受
け
る
最
後
の

機
会
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
は
う
ん
し
ゅ

う
み
か
ん
か
ら
優
良
系
の
う
ん
し
ゅ

う
み
か
ん
へ
の
改
植
、
高
楼
を
図
る

「
か
ん
き
つ
図
地
特
別
対
策
事
業
」

が
全
国
規
模
て
始
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
卒
業
は
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら

昭
和
六
十

一
年
度
の
凶
年
間
の
う
ち

て
、
地
区
ご
と
に
一
年
限
り
の
単
年

度
事
業
で
実
泊
さ
れ
る
も
の
で
す
。

勝
浦
町
で
は
同
農
協
と
協
議
の
結

果
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
実
施
す
る

こ
と
を
予
定
し
、
本
年
度
は
前
述
の

「う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
図
転
換
対
策

事
業
」
(
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
以
外

へ
の
改
植
等
)
の
最
終
事
業
に
全
力

を
あ
げ
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
な
お
、
新
し
い
卒
業
「
う
ん
し
ゅ

う
」
か
ら
優
良
系
へ
の
う
ん
し
ゅ
う
み

か
ん
へ
の
改
植
、
高
接
事
業
の
詳
細

に
つ
い
て
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

君リ 表
切
れ
た
り
、
低
く
た
れ
下
が
っ
て

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ
�
 

通

過

千麦

H

い
る
電
線
に
は
、
絶
対
に
さ
わ
ら
な

い
で
、
す
ぐ
に
四
国
電
力
へ
ご
連
絡

台
風
シ
ー
ズ
ン
て
す


台
風
に
備
え
て

く
だ
さ
い
。

水
に
ぬ
れ
た
電
気
器
具
は
、
必
ず

電
気
脂
で
点
検
を
受
け
、
安
全
を
確

か
め
て
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
�
 

九
時
三
十
分

/

/

 

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

/
/
/
ノ

ムザ

時
間

習
字
学
級

八
月
九
日
�
 (火
)

八
月
二
十
三
日
�
 (火
)

時
間

午
後
七
時
�
 午
後
九
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

墨
絵
学
級
八
月
八
日
�
 
(月
)

八
月
十
七
日
�
 (水
)

午
後
七
時
三 j
十
分
l
午
後

教育相談室
※相談日 毎週月・水・金曜日

場
所

強
風
の
た
め
、
テ
レ
ビ

ア
ン
テ
ナ
や
看
板
な
ど
が

倒
れ
な
い
よ
う
に
、
し

っ

か
り
と
補
強
し
て
お
き
ま

l
u
ょ、っ
。

樹
木
や
雨
ど
い
な
と
電

線
の
近
く
に
あ
る
も
の
が
、
強
風
で

電
線
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
処

8 8 飼

で

だ
さ

委の入



置
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

停
電
に
備
、
え
て
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

ー
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
な
ど
の
非
常

用
品
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
�
 

不用犬

成
犬
訓
円

小
犬
削
円
�
 

買い上げ日� 

月月勺�  
17 3 八

日日次
は

(71<)(71<)子 
Jコ
な

午前9時一午後5時� 

※電 言言 2 -2511番

JEぞ?うんしゅうみかん薗駈換対策事業

目 回
うんしゅうみガんの坦常的主主生産過期]対
策の事業でうんし⑪うみガんを減らす

事業の内容
うんしゅうみかんを伐銀、w慢し、つんし
ゅうみ力ん以外のかんきつ績や潜葉畏樹、
常緑粟街、花木類を相直裁するもの。

条� 1牛

⑦園地の対象面積let1刀所最低2日以上
で地続きであること。

②前年度までの事業で縄問をもらってい
ない園地であること。

③苗木の購入は原則として事業主体を通
じて買っているものであること。
〈個人で苗木を購入し、すでに受払い

を斉きせているものはだめです。事業
主体の担当者とよく相談してく方さしり

④新しく苗木類を4直裁するものについて
は層費用地区威内のことo

申し込み究 自分の所属する農業協同組合

申し込み期限 勝型建� 8月10日 生産運� 8月10巴

申し込み用紙の配布 各事業主体力ら配布する予定です。

待 助 率
伐採妓恨事業費の10分の5以内
白木を植栽事業費の1C分の6以内
高� J受定 額

申し込み方法

予備の申し込み用紙|ご住所、氏名¥園地名
などのc9:櫨内容を自署し、正式の申し込
み用紙(2枚)には住所、氏名のみを自害
し必ず原印をする。
さらに事業実施醤約書にも自署、涼印し
事業主体の窓口まで申し込むとと。

備 考

。正式の申し込み用紙は計画変更ガあっ
だとき 2校(1)¥¥重要となるので前もっても
らっておくものです。

。現i倒産認にはlωず園主の立ち会いをあ
願いしぎす。

不明な点
各事業主体d"たは町産業課ぎであたずね
く士ささい。

※相談員 社会教育指導員

相原亨
ip

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
四電だより



(9) 昭和58年� 8月� 1日 カ込 ペコ つ ら	 第158号

柑橘講演会の開催
本町では、昭和56年の寒凍害

後改植事業の推進により、みか

ん園が新しく生まれ変わろうと

しています。

今回、新農業構造改善事業の

推進に伴い総合的な柑橘講演会

を開催します。みかん情勢もょ

っゃく明るいきさ、しが見え始め

ました。多数ご参加ください。

と き� 8月16日(刈

午後� 1時半-4時

とニろ 福祉センタ-3階

講 師 元愛媛県果樹試験場

長薬師寺清司先生�  

-R
	

浄

化

槽

を

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

現
在
、
多
く
の
家
庭
が
水
洗
ト
イ

レ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
生
活
水
準

間
出
品
出
村
岡
凶
�
 

の
向
上
と
衛
生
思
想
の
普
及
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
徳
島
県
の

場
合
、
こ
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化
は
ほ

と
ん
ど
が
浄
化
槽
に
よ
っ
て
な
さ
れ

設
置
届
出
替
は
正
副
二
通
作
成
し
、

て
い
ま
す
。

持
管
理
と
適
切
な
使
用
方
法
が
守
ら

-
小
松
島
保
健
所
小
松
島
市
棚
川

O

と
こ
ろ
で
、
浄
化
槽
は
適
正
な
維

正
し
い
維
持
管
理
を
す
る
た
め
に

無
届
け
設
置
は
い
け
ま
せ
ん

浄
化
槽
を
設
笹
す
る
と
き
は
、

前
に
保
健
所
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

-R設
置
届
出
の
方
法
と
必
要
書
類

次
の
必
要
書
類
を
添
え
て
保
健
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町一1
1
6
7
1
)

O
し
尿
浄
化
槽
設
置
属
出
醤

(
用
紙
は
保
健
所
に
あ
り
ま
す
)
。

O
設
置
場
所
と
そ
の
付
近
の
状
況

を
示
す
地
図
(
縮
尺
五
千
分
の

一
以
下
の
も
の
と
し
、
主
た
る

目
標
物
、
排
水
路
の
系
統
を
赤

で
記
入
す
る
こ
と
)
。

れ
て
こ
そ
、
そ
の
本
来
の
機
能
を
発

|一一
七
�
 (
0
8
8
5
3
1
3


揮
し
ま
す
。
こ
れ
を
怠
る
と
そ
の
機


能
が
十
分
発
揮
さ
れ
ず
、
そ
の
放
流


水
に
よ
っ
て
環
境
を
汚
染
す
る
ば
か


り
か
、
浄
化
槽
の
寿
命
を
縮
め
る
こ


と
と
な
り
ま
す
。


は
次
の
点
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

。
�
 

し
尿
浄
化
糟
の
配
世
図
、
梢
逃

託
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
契
約

書
の
写
し
。

そ
の
他

川
維
持
管
理
誓
約
書

間
放
流
先
が
農
業
用
水
な
と
の

場
合
は
用
水
管
理
者
の
放
流
承

諾
書

ω
そ
の
他
必
要
な
書
類

。
使
用
開
始
の
届
出

浄
化
醐
閣
の
使
用
を
開
始
し
た
と
き

は
、
し
尿
浄
化
槽
使
用
開
始
報
告
書

(
用
紙
は
保
健
所
}
を
所
轄
の
保
健

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。
�
 

浄
化
槽
の
維
持
管
理

浄
化
槽
の
維
持
管
理
の
基
準
は
次

の
と
お
り
厚
生
省
令
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
(
要
点
抜
す
い
)。

川
浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
維
持

す
る
た
め
定
期
的
に
槽
及
び
附
属

-R
機
絡
め
機
能
の
状
態
を
点
検
す
る

-」ル」
。
�
 

Oω
放
流
水
の
水
質
試
験
等
を
行
い
、


清
掃
の
時
期
を
的
確
的
に
判
定
す


る
こ
と
。


印
駆
動
装
置
及
び
ポ
ン
プ
設
備
に


あ
っ
て
は
、
常
時
作
動
さ
せ
る


こ
と
。


凶
悪
臭
が
周
聞
に
発
散
し
な
い
よ

う
に
措
置
を
講
じ
、
蚊
、
は
え
等

の
発
生
の
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

旧

浄

化
槽
の
正
常
な
機
能
を
維
持

す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
専
門
的

知
識
、
技
能
及
び
相
当
の
経
験
を

O O

附
放
流
水
は
、
環
境
衛
生
上
の
支

隊
が
生
じ
な
い
よ
う
に
消
毒
す
る

こ
介
、

川
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
を

行
う
た
め
に
も
年
一
回
以
上
放
流

水
の
水
質
検
査
�
 (

を
行

、
っ
こ
》
」
。

女

工
事
は

「
施
工
士
」
に

せ
っ
か
く
設
誼
し
た
浄
化
槽
も
そ

の
工
事
の
し
か
た
が
粗
雑
だ
っ
た
り

間
違
っ
て
い
る
と
、
浄
化
槽
の
機
能

が
十
分
発
揮
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
施
工
は
資
格
を
も
っ
た
施
工
士

に
施
工
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

肯

定
期
の
保
守
点
検
・
清
掃
は
忘

れ
ず
に

浄
化
槽
を
正
常
に
維
持
す
る
た
め
、

専
門
的
知
識
や
経
験
を
持
つ
許
可
業

者
に
よ
る
保
守
点
検
(
年
四
回
以
上
)

や
汚
泥
の
抜
取
清
掃
を
定
期
的
に
行

い
、
地
域
の
環
境
保
全
に
努
め
ま
し

ト。、「ノ。

B
O
D
)

'
お
誕
生
お
め
で
と
う

卜
大
島

一吉
回

同
月
/

山
西
桂

引

と

長

男

和

与
川
内
木
下

有
す
る
者
に
よ
る
点
検
を
受
け
る

等
の
猪
遣
を
講
ず
る
こ
と
。

戸
籍
の
窓

6
月
日
日
�
 7
月
日
日

和
義
)
長
男
智

広
代
」 i

(敏郎略〉ウ� 也~ 


棚 野 優

勝

準
優
勝

棚
野
チ
ー
ム

横
瀬
愛
球
会

命
お
く
や
み
申
し
ま
す

坂 久 今

川
端
シ
ゲ
ノ
(
槌
歳
)

中
西
マ
ツ
ヨ
�
 (引
歳
�
 
)

中
川
利
信
(
回
歳
)

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

県民スポーツ祭
本国山 ご

結
婚
お
め
で
と
う

元
木
幸
治
郎

山

西

英

美

中中

角角

(壮
年
の
部
)

図
。

建
物
の
配
置
図
、
平
面
図
。

し
尿
浄
化
槽
の
維
持
管
理
を
委

横
瀬
愛
球
会

久星生
�
 名 谷 国

中横 槻

山 ;頼野

町

予

選

-v

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
保健所だより
浄化槽を正しく使いましょう

MUS04
テキストボックス
柑橘講演会の開催
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限
り
あ
る
人
生
だ
か
ら
素
晴
し
い

町
議
戦
終
り
手
を
振
る
癖
の
こ
り

坂

本

谷

富

士

雲

の
峰
人
の
形
で
湧
い
て
出
る

雨
降
り
に
テ
ル
テ
ル
坊
主
苦
笑
い

坂

本

畠

田

久

恵

袋
婦
ら
の
足
た
け
白
く
温
泉
に
浸
り

愛
の
鞭
と
は
知
ら
ず
し
て
子
は
そ
む

坂

本

日

浦

翠

峰

経
済
大
固
な
ど
と
列
島
小
さ
く
し

白
髪
抜
く
母
娘
に
通
う
手
の
温
み

坂
本
た
に
ふ
じ
、
ぇ

冷
蔵
庫
帰
省
す
る
子
を
知
っ
て
い
る

あ
ん
な
日
も
私
も
有
っ
た
ミ
ニ
の
足

横

瀬

中

国

万

里

善

意
あ
り
が
と
う

ζ
ざ
い
ま
し
た 

6
月
日
日 
1
7
月
同
日 

文
雄
さ
ん

留
め
そ
で
が
一
寸
と
一
言
葉
を
か
え
き

せ
る

成
績
の
市
中
に
は
ふ
れ
ず
カ
レ 

盛
る

l

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

天
衣
無
縫
で
投
誉
褒
肢
が
ま
と
う

術
舌
が
柳
川
鍋
を
食
べ
に
ゆ
き

棚

野

太

田

正

平

母
と
娘
の
く
ら
し
に
西
瓜
大
き
過
ぎ

械
包
を
こ
わ
ご
わ
踏
ん
で
陳
情
団

生

名

丸

山

香

月

和
服
着
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
義
理
の

席そ
ん
な
事
言
え
る
平
気
が
羨
ま
し

灯
を
消
し
て
誠
の
気
持
話
せ
そ
う

沼

江

犬

岡

小

枝

沢
庵
の
音
軽
や
か
に
入
品
幽
の
諮

装
道
を
歩
い
た
過
去
の
傷
が
膿
む

ゲ
ー
ト
ボ 
l
ル
熟
年
た
ち
の
血
が
級

品
己

;機 

H{車

稼
勢

都
景

出
認
は
包
月
七
巳
ま
で
に

一
二
句
ハ
ガ
キ
で

-
送
り
先
勝
浦
町
」
二
渓

指
部
融
持
広
夫
(
都
圏胆
)
ま
で

町
内
在
住
の
か
た
に
限
り
ま
習
。

次
回
は
俳
句
、
そ
の
決
は
短
駅
と
交
代
に

一
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
没
句
く
だ
さ
い
。
一

折

部

健

一

郎

さ

ん

(

横

瀬

)

野
上
回
目

一
さ
ん

(生

名
)

森

内

慈

一
さ
ん

(
星

谷
)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
か
た
か
ら
町
善
意
銀
行
に

警
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

歳

六

か

月

児

健

康

診

査

と

き

八
月
十
二
日
(
金
)

午
後

一
時
三
十
分 
1
三
時

と
ニ
ろ

該
当
児

※
問
診
票
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。 勝

浦
病
院

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
一

日
1
五
十
七
年
二
月
二
十

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

，
検
診
の
結
果

六
月
、
七
月
に
実
施
し
ま
し
た
検

診
の
結
果
受
診
者
数
は
七
百
二
十
七

人
で
、
そ
の
う
ち
要
精
密
者
は
八
十

五
人
で
し
た
。
要
精
密
の
か
た
に
は

す
で
に
通
知
し
ま
し
た
が
、
異
常
の

な
い
六
百
四
十
二
人
に
つ
い
て
は
通

知
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

。

第5回

健勝
康浦� 

2
町

り
大� 
:z:;;: 

親
子
で
実
行
し
よ
う
/

虫
歯
追
放
作
戦

歯
の
健
康
に
つ
い
て
親
子
で
考
、
え

健
康
づ
く
り
大
会
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
の
で
多
数
出
席
し
て
く
だ

さ
い

。

と

き

八
月
七
日
(
臼
)

と
こ
ろ

勝
浦
中
学
校
体
育
館

対
象
者

三
歳
以
上
小
学
校
六
年
生

ま
で
の
児
童
(
必
ず
保
議
者

同
伴
の
こ
と 
)

持
参
す
る
も
の

歯

ブ

ラ

シ

コ

ソ

プ
、
タ
オ
ル

日 手呈� 

寺
間
R

午後� l時-2時 午後2~梓-3時

内 講演
(講師)

ブラ� yシングの
方法について

徳大歯学部 (担当者)
内廿~ー 大塚先生 歯科衛生士

午後� 3時-5時 午後� 5時~

フソソ塗布 アンケ ト回収

時IHl 

内
(担当者) t由せん

内廿坐ヨ
解 散歯科衛生士

て
み
ま
せ
ん
か
。

夜間教急当番表

日
日

ムヨモ赤 L J 医 院8月2日

平
休

4日 勝 浦 病 院

上勝 ð~ 療所

山 西 医 院� 

勝 浦 病 院

上勝第�  2ð~療所 

湯� jヲミ 医 院

勝 浦 病 院

赤 岩 医 院� 

勝 浦 病 院

上勝�  52療所�  

山 西 医 院

勝 浦 病 院� 

上勝第�  2ð~療所 

電話番号� 

6日 勝浦病院� 

2-25558日


10日
 山西医院� 

2-3027 
12日

湯浅医院
⑪日

2-2003 
16日

赤岩医院� 
18日 2-2006 

20日
上勝診療所� 

22日 6-0302 

24日 上勝第2診療所� 

26日 5-0152 

@日


30日
 湯 浅 医 院

八
日
生
ま
れ
の
児

I日
ノu

健

康
ごA 

.限努

手し� 

査

八
月
二
十
六
日
(
金
)

午
後
一
時
三
寸
分 

三
時

l

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
八
年

一
月
一

日

と

き

と
ニ
ろ

該
当
児

※ 

l
六
月
三
十
日
生
ま
れ
の

児

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

丸
岡
? 

今

山

午後6時~翌朝午前9時
午後ア時~翌朝午前9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
みんなの健康




